
身体拘束適正化のための指針

1. 身体拘束に関する基本的考え方

みつ訪問看護ステーション看護協会では、利用者の尊厳と主体性を尊重し、安易な

身体拘束を正当化しない看護を実践するため、厚生労働省の「身体拘束ゼロへの手

引き」に準拠した「身体拘束等の適正化のための指針」を定めています。 

本指針における重要な構成要素と具体的な運用ルールは以下の通りです。

本利用者の尊厳保持：身体拘束は生活の自由と尊厳ある生活を阻むものであるため、

原則禁止とします。

職員の意識向上：職員一人ひとりが身体的・精神的弊害を正しく理解し、拘束をしな

い看護・支援の実践に努めます。 

2. やむを得ず行う場合の「緊急やむを得ない3要件」

本人または他の利用者の生命・身体が危険にさらされる可能性があり、以下の3つの要

件をすべて満たし、組織的に慎重な判断がなされた場合に限り、一時的に身体拘束を

行うことがあります。 

切迫性：生命や身体が危険にさらされる可能性が著しく高いこと。

非代替性：身体拘束を行う以外に代替する適切なケア・支援方法がないこと。

一時性：期間を限定した一時的なものであること。 

3. 禁止対象となる具体的な行為の例

徘徊防止を目的に車椅子、椅子、ベッドに体幹や四肢を紐などで縛る行為。

転落防止を目的として、ベッドに体幹や四肢を紐などで縛る行為。

自分で降りられないようにベッドを柵（サイドレール）で囲む行為。

点滴や経管栄養等のチューブを抜かないように四肢を紐などで縛る行為。

4. 適切な組織体制と運用のルール

徹底した記録管理：やむを得ず拘束を行った場合は、その態様、時間、心身の状

況、緊急やむを得ない理由などの必要事項を必ず記録します。

定期的な職員研修：適切な知識を普及・啓発するため、従業者に対する研修を定

期的に実施します（虐待防止研修との一体的な実施など）。
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